
五
號
第
六
號
に
撫
門
三
隅
さ
れ
辱
た
「
満
…
当
直
厩
熱
齢
眺
話
…
の
階
讐
更
晶
出
つ
｛
祭
」
ん
㌦
｝
件
銘
孤
さ

れ
て
あ
る
が
、
之
ぱ
樽
士
の
愈
々
慰
ま
ざ
る
精
進
振
り
な
示
し
て
後
學
の

士
た
剛
志
ぜ
ら
れ
六
も
の
で
あ
っ
て
、
一
に
ぱ
搏
士
の
造
詣
の
深
き
な
知

り
叉
…
に
ば
溝
朝
研
究
の
｝
の
キ
イ
為
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
感
謝
す
る

所
で
あ
る
。

　
（
四
六
倍
版
、
総
半
数
三
百
八
十
六
。
圃
版
三
Q
京
城
大
阪
屋
號
書
店
俊

行
O
電
炉
撮
脂
血
贋
五
M
耀
銭
）
　
〔
鴛
淵
〕

騨
鑓
拙
支
那
歴
代
地
名
毒

青
山
定
男
編

　
東
方
文
化
學
院
東
京
研
究
所
よ
り
研
究
戦
馬
山
脚
士
の
勢
力
に
な
る
本

書
が
出
版
さ
れ
六
。
本
書
の
完
成
に
透
る
迄
の
経
緯
ほ
谷
頭
市
村
博
士
の

序
丈
に
詳
細
で
あ
ろ
が
、
僅
々
二
個
年
の
問
に
こ
の
園
難
な
る
事
業
た
復

命
ぜ
ら
れ
た
學
士
の
断
行
に
匠
感
服
の
外
な
い
。

　
本
書
ば
毛
更
方
輿
紀
要
に
表
れ
糞
ろ
三
萬
の
地
名
な
、
五
十
膏
順
に
挑

列
し
、
次
に
現
今
の
地
名
に
て
旬
庭
に
常
る
か
を
記
し
、
操
て
ヵ
輿
紀
要

の
巻
数
・
省
。
州
・
縣
な
暴
げ
て
索
引
に
便
に
し
て
み
ろ
。
故
に
方
輿
紀
要
索

引
な
る
と
共
に
地
名
跡
典
な
躯
ね
、
「
暴
爾
得
な
る
所
以
で
あ
る
。
瑚
に

附
錐
と
し
て
方
輿
紀
要
の
解
説
か
附
し
、
二
者
各
組
偶
並
に
父
柔
謙
の
傳
、

方
輿
紀
要
著
蓮
に
至
る
動
楼
∵
維
白
星
述
べ
、
方
輿
紀
要
各
種
の
版
本
の
考

読
に
及
ん
で
み
る
Q
本
書
の
逡
東
に
翻
す
る
部
分
ぽ
清
朝
の
忠
諌
に
燭
る

ろ
怪
れ
あ
り
し
爲
、
現
今
の
版
本
に
に
脆
落
せ
ろ
部
分
あ
る
た
、
稻
葉
君

山
樽
＋
笈
ぴ
東
方
丈
化
學
院
京
都
研
究
祈
所
藏
抄
本
に
よ
つ
て
輔
な
っ
て

紹

介

あ
る
の
も
亦
護
者
を
稗
画
す
る
所
少
し
と
し
な
い
。

　
本
書
ば
校
正
も
嚴
密
で
あ
り
、
優
に
信
頼
す
る
に
蔑
ろ
可
き
ぼ
言
か
待

た
す
’
、
方
輿
紀
要
原
本
に
於
い
て
比
較
的
疎
略
に
扱
ぼ
れ
て
る
ろ
塞
外
の

地
理
が
、
近
韓
進
歩
乗
る
東
洋
史
雄
の
結
果
に
よ
っ
て
其
位
紐
な
正
確
に

比
定
し
て
み
ろ
の
も
本
書
の
特
色
の
一
で
あ
り
、
こ
の
貼
支
那
に
て
出
版

さ
れ
六
爾
地
名
僻
典
に
勝
っ
て
る
る
Q
験
算
輿
紀
要
索
引
な
主
と
し
六
る

爲
、
語
数
に
遜
色
あ
ろ
如
く
感
ぜ
ら
ろ
・
も
亦
趾
む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
ら

、
つ
。若

し
多
少
詫
丈
た
つ
け
る
な
ら
ば
、
地
名
の
讃
み
方
に
一
暦
注
意
准
佛

っ
て
欲
し
か
つ
六
Q
漢
音
を
圭
と
し
て
特
妹
な
も
の
に
呉
音
に
よ
り
或
に

慣
用
音
葎
用
ひ
て
護
ん
で
あ
る
が
、
筈
（
ク
）
濟
（
サ
イ
）
は
簗
ろ
（
コ
）
、
セ

イ
）
の
方
が
綾
南
で
ほ
な
か
ら
う
か
。
葉
盆
フ
）
に
漢
書
地
理
志
爾
陽
郡

の
筆
下
に
師
二
日
音
式
渉
反
と
あ
れ
ば
（
セ
ブ
）
な
ろ
欺
く
、
款
ハ
キ
フ
）
も

丹
陽
郡
條
下
、
師
古
田
音
癒
と
あ
れ
ば
（
セ
フ
ロ
が
宜
し
か
る
可
く
、
櫟
（
レ

キ
）
は
左
鵜
棚
條
下
、
如
淳
日
転
音
薬
と
あ
れ
ば
（
ヤ
〃
）
が
漉
當
で
あ
り
、

撒僻

i
キ
ヨ
）
げ
n
（
コ
）
と
す
べ
寄
・
で
あ
ら
う
。
斜
（
シ
ヤ
）
も
（
ヤ
）
と
す
る
方
が

よ
く
、
斯
か
ろ
黙
で
は
古
謡
1
1
仲
々
糖
確
で
通
俗
三
園
志
な
ど
に
も
褒
斜

（
永
ウ
ヤ
）
と
聖
賢
が
つ
い
て
み
る
。
癒
倒
で
も
之
に
歴
奥
的
京
音
に
よ
る

方
が
宜
し
か
つ
糞
。
尤
も
索
引
ば
便
利
の
爲
で
あ
る
か
ら
、
賭
し
れ
問
題

で
に
な
く
、
刷
に
誘
引
索
引
も
あ
る
か
ら
實
用
の
上
に
に
差
支
へ
な
い
。

（
束
方
丈
化
畢
院
來
京
研
究
所
獲
行
“
定
便
金
七
脚
五
拾
銭
）
　
〔
官
崎
〕

第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
五
二
七
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紹

介

轟
支
那
法
制
大
壁
ハ

東
川
徳
治

　
先
に
「
丁
重
」
准
ろ
名
で
現
に
れ
六
本
書
か
、
再
び
「
支
那
法
制
大
輪
典
」

な
る
銘
た
う
っ
て
繊
穴
。
前
書
と
異
る
所
ほ
，
新
に
「
典
海
拾
遺
臨
調
談

表
」
な
ろ
三
十
頁
ほ
ど
の
も
の
が
附
加
さ
れ
た
に
止
ま
る
。
「
典
海
し
本
篇

に
於
て
も
畳
目
と
思
ほ
れ
る
黙
が
多
か
つ
六
が
、
鋼
製
の
h
拾
遺
」
ほ
僅
か

に
二
十
頁
の
内
容
で
あ
り
乍
ら
、
悪
玉
に
遺
憾
の
鮎
が
二
三
目
に
つ
く
の

で
、
之
に
上
す
る
意
見
な
蓮
べ
て
批
評
に
代
へ
よ
う
。

（
1
）
雑
膝
u
官
職
品
級
ノ
上
下
混
雑
ス
ル
ノ
義
。

　
愚
按
。
こ
れ
で
に
意
味
が
分
ら
ぬ
Q
一
議
宋
代
に
様
唐
六
典
り
鋼
羅
其

儘
探
諾
し
六
官
と
、
珊
に
醒
際
の
仕
事
為
行
ふ
建
造
と
、
又
溺
に
溝
。
9
を

寵
遇
す
ろ
職
と
あ
っ
象
Q
そ
れ
で
官
吏
が
一
重
に
會
す
ろ
時
、
官
だ
け
で

座
位
の
順
序
た
定
め
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
官
と
差
遣
と
職
と
色
々
な
條
件

な
考
慮
に
入
れ
て
百
官
の
座
席
の
順
序
た
定
め
穴
の
が
雑
歴
の
序
で
あ

り
、
又
合
班
の
欄
と
も
云
ば
れ
ろ
。
維
騰
の
序
な
略
し
て
雑
歴
と
い
ふ
の

で
あ
る
Q

（
2
）
覗
草
）
翰
林
院
起
艸
ス
ッ
制
磐
ヲ
「
親
草
し
ト
日
フ
Q
…
説
ニ
ハ
皇
帝

自
ラ
作
ッ
ヲ
丈
稿
ト
爲
ス
之
ヲ
正
ト
爲
ス
ガ
如
シ
。
漢
代
ヨ
リ
始
マ
ル
Q

〔
公
文
緑
起
）
漢
書
推
．
醐
王
安
傳
）
安
善
爲
二
文
詞
一
。
武
帝
毎
レ
爲
鳳
報
書
「
。

常
識
一
一
司
馬
絹
如
等
一
親
レ
草
。
廼
遣
覗
草
二
字
聯
帯
此
言
Q
作
レ
書
巳
就
。

令
二
贈
与
等
覆
覗
レ
草
始
遣
去
需
。
非
レ
令
二
相
如
等
作
炉
書
也
。
（
下
略
）

　
出
懸
り
観
草
と
に
草
稿
た
按
閲
し
て
不
泌
當
な
班
な
訂
正
す
る
の
意
味

で
網
代
に
ほ
、
天
子
自
ら
謂
の
草
稿
た
作
り
、
丈
量
に
訂
正
さ
ゼ
れ
も
の

第
十
入
巻
第
三
號
　
　
五
二
入

で
あ
る
が
、
後
に
認
書
を
趨
草
す
る
の
が
專
ら
臣
下
の
仕
事
と
な
つ
糞
の

で
、
閥
草
と
い
ふ
丈
字
も
超
草
す
る
意
味
に
礎
っ
て
來
象
の
で
あ
る
。
公

簿
鷲
鼻
の
和
讃
も
次
の
如
く
訂
正
す
る
方
が
よ
く
分
る
。
・
’
上
略
）
常
召
二

司
馬
和
如
輔
覗
レ
草
廼
遣
。
覗
草
二
字
長
兄
レ
既
Q
言
下
作
レ
欝
已
就
。
令
三
相

如
等
長
二
薩
草
司
始
遣
去
加
〔
下
略
〕

（
3
）
輪
封
。
宋
亭
々
從
以
下
ノ
宮
五
更
毎
一
二
員
宮
殿
二
上
リ
テ
湊
罫
ス

ル
コ
ト
、
輪
ハ
順
番
ノ
義
ナ
リ
。
台
諌
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
「
有
職
公
事
」
ト
謂

フ
。
三
冠
大
使
ノ
如
キ
ハ
「
執
杖
子
和
事
」
下
謂
フ
。

　
愚
按
。
「
有
職
公
事
」
ば
別
に
見
串
し
に
も
出
て
み
る
が
、
朝
野
類
要
に

　
　
　

に
「
有
本
職
公
事
」
と
あ
る
。
台
諫
に
も
と
天
子
た
諌
め
、
或
ば
百
官
の
非

為
即
劾
す
る
の
が
本
職
な
れ
ば
、
洌
に
輪
醤
に
よ
ら
ぬ
で
も
職
封
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

自
分
の
本
職
為
露
し
雲
の
で
、
「
本
職
の
公
事
あ
り
」
で
あ
る
〇
三
衙
大
使

　
　
う

に
大
事
の
談
、
之
に
禁
軍
の
三
司
、
郎
「
ち
殿
前
司
・
倦
術
馬
歩
軍
司
の
都
指

揮
使
な
ど
為
指
す
。
軍
人
な
れ
ば
「
杖
子
存
執
り
て
事
為
奏
す
」
ろ
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
外
、
「
等
子
」
の
條
に
朝
野
類
要
存
引
い
て
、
「
軍
歌
引
二
見
司
等
子
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
あ
る
も
侮
の
こ
と
か
分
ら
ぬ
。
之
ほ
「
軍
頭
引
見
衛
（
朱
代
官
衙
、
．
捕
虜

な
ど
か
天
子
に
朝
見
悔
し
む
ろ
役
の
軍
人
の
み
ろ
役
所
）
の
等
子
」
で
め

ろ
。
「
貼
黄
」
の
説
腿
も
不
＋
分
、
蜜
ろ
「
僻
源
」
為
見
ろ
方
が
よ
く
分
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む

「
四
域
」
な
宋
剃
、
貨
物
儲
賊
厨
と
し
て
、
「
在
（
左
の
誤
）
藏
庫
、
二
、

丈
論
点
、
三
、
確
（
擁
の
談
）
貨
務
、
四
、
雑
題
揚
、
之
た
四
轄
と
せ
る
も

不
適
醤
、
四
轄
と
ば
元
來
ば
こ
の
四
個
所
の
役
所
の
提
轄
〔
所
長
）
を
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

士
流
の
人
材
か
此
の
提
轄
に
任
命
し
て
お
い
て
抜
擢
に
備
へ
ろ
の
で
、
儲
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材
の
地
で
に
あ
る
。
建
炎
以
來
朝
野
雑
記
乙
集
巷
十
三
た
見
れ
ば
ほ
っ
き

り
書
い
て
あ
る
。
（
東
京
松
雲
堂
害
店
二
日
Q
三
一
金
八
晒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
〔
以
上
宮
崎
〕

　
財
㊦
ξ
餌
α
q
①
N
震
≦
韓
ω
o
訂
津
。
。
α
身
①
8
ぼ
6
プ
δ
9
『
6
鍵
，
咋
N
o
謬

　
　
（
の
一
c
Q
一
㊤
O
①
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
8
h
。
・
昌
切
巴
欝
ω

　
本
論
丈
に
著
者
の
同
位
蒲
曲
論
丈
で
あ
っ
て
、
第
一
部
に
其
の
H
奉
〒

σQ

曹
V
U
認
自
益
。
コ
と
し
て
発
表
し
、
第
二
部
第
三
部
ぽ
伯
林
大
撃
の

冒
葺
。
＝
F
葺
σ
q
撃
創
窃
ω
〇
一
嵐
募
岳
窪
鴨
○
旨
暮
巴
一
頓
島
①
ω
冥
p
島
窪
の
第
三

十
、
九
年
（
H
o
。
。
ゆ
）
の
極
東
編
に
溜
め
ら
れ
六
も
の
で
あ
ろ
。
流
石
に
．
史
料

等
も
凡
て
根
本
備
な
漢
文
史
料
に
推
っ
て
居
、
現
在
吾
々
來
洋
の
支
那
史

家
蓮
の
通
常
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
史
籍
に
一
二
を
除
く
外
ぽ
殆
ど
総
て

が
参
照
ぜ
ら
れ
、
且
つ
其
れ
が
原
丈
の
儘
、
或
は
逐
次
課
と
し
て
極
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ノ

多
数
に
引
用
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
是
ほ
今
上
支
那
本
土
中
世
以
前
の
か
㌧
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

黒
毛
に
適
す
る
正
確
な
文
献
災
料
に
依
る
考
灘
的
な
研
究
に
劣
っ
て
居
☆

隊
来
の
東
洋
學
界
に
に
稀
に
見
ろ
慮
で
あ
る
か
ら
、
本
論
ズ
が
「
當
地
の

東
洋
學
界
で
孫
々
の
好
評
か
受
け
て
居
る
」
と
云
ふ
の
も
了
解
鶴
來
う
と

患
ふ
。

　
尤
も
論
理
諸
庭
に
、
考
調
の
上
に
も
経
濟
史
的
槻
察
の
上
に
も
着
想
の

薫
る
割
き
も
の
も
無
い
で
に
な
い
が
、
然
し
結
局
支
那
史
筆
中
で
も
特
に

斯
様
な
方
面
の
研
究
の
憩
心
し
、
既
ド
茄
藤
博
士
玉
井
寂
授
其
他
の
專
臨

吏
家
の
優
れ
雲
研
究
た
有
つ
我
國
［
の
丹
果
洋
史
家
等
に
し
μ
左
程
満
…
足
た
與
へ

ろ
も
の
で
は
な
く
、
別
に
論
ず
る
程
の
事
も
な
い
Q
（
此
の
著
者
に
限
ら

紹

介

電

す
隊
米
の
支
那
野
津
の
殆
ど
総
て
が
来
だ
優
本
の
優
れ
た
支
那
研
究
論
丈

を
三
二
滲
照
ず
る
に
至
ら
な
い
の
ば
慧
憾
で
あ
る
。
）

　
倶
、
本
論
丈
が
爽
に
禍
け
六
目
次
か
ら
で
も
推
測
し
得
ろ
如
く
、
形
式

に
於
て
唐
代
経
濟
史
の
全
般
た
あ
ら
ゆ
る
方
癬
か
ら
凝
察
し
、
之
を
綜
括

酌
系
統
的
に
灘
め
て
居
る
舗
に
債
無
為
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
（
目
次
）
、
序
丈
一
史
料
　
の
農
業
史
　
①
人
口
兼
態
　
　
a
租
税
表

　
（
誹
帳
）
不
入
口
調
査
　
b
都
市
塾
農
村
　
c
移
行
ノ
自
由
ト
流
亡
　
②

　
農
業
技
術
　
a
灌
瀧
　
b
農
業
知
識
　
③
入
世
紀
中
期
マ
デ
ノ
農
業
歌

　
態
ト
租
税
制
　
、
土
地
配
分
　
b
地
租
秘
露
及
ビ
賦
役
　
④
封
建
制
、
・

　
大
土
地
所
有
及
ビ
小
作
・
實
際
的
及
ビ
形
式
上
ノ
釆
邑
賜
與
。
貴
族

　
の
歳
入
　
b
國
有
地
と
屯
田
　
c
大
土
地
話
有
ト
小
作
　
⑤
「
雨
税
」

　
改
革
　
a
七
八
○
年
迄
ノ
税
制
色
革
　
b
乱
頭
ノ
改
革

以
上
第
一
部
（
九
二
頁
）
が
悪
阻
請
求
（
伯
林
大
智
）
の
　
H
奏
薦
耳
p
γ
U
M
m
、

器
曇
甑
g
（
H
り
G
Q
黙
っ
）
と
し
て
獲
表
さ
れ
六
も
の
。

饗
隷
恥
寺
院
・
量
的
欝
助
金
讐
二
黒
①
釜
冶

　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
金
　
②
造
幣
政
策
ト
貨
幣
質
造
　
a
入
世
紀
中
期
迄
ノ
造
幣
覇
占
　
b

　
貨
幣
儂
値
下
落
。
貨
幣
映
亡
と
貨
幣
般
檜
　
③
最
初
ノ
紙
幣
　
の
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
あ
國
家
纏
濟
　
①
交
趣
捌
度
　
a
郵
便
ト
情
報
勤
務
　
b
貨
物
輪
逡

　
②
商
業
　
　
a
園
内
商
業
　
b
外
國
貿
易
　
③
專
要
政
策
　
a
鮒
專
賀

　
b
茶
器
賞
　
c
要
義
萱
　
④
倉
原
制
度
ト
債
絡
調
笛
　
⑤
経
濟
槻

以
上
第
二
部
（
1
1
i
V
七
三
頁
）
は
翠
H
凶
簿
〇
二
藍
西
。
昌
α
窃
の
。
皇
継
碧
の
雲
門

〇
二
〇
鼻
a
置
。
げ
。
ω
で
養
9
⑦
障
§
ロ
○
門
国
甑
a
確
証
ー
タ
鵡
同
げ
。
一
癖
∵
d
三
く
○
瞬
一
【
鋒
N
β

ゆ
①
剥
ぎ
（
H
p
ご
図
㈹
●
　
）
自
×
）
（
く
。
　
回
¢
c
ゆ
ゆ
）
に
載
ぜ
ろ
威
で
あ
る
。
爾
自
分
ば
以

第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
五
二
九
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